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(57)【要約】
【課題】トランス等の電子部品による電磁ノイズが電子
内視鏡用プロセッサの筐体内で反射・拡散して電磁障害
を引き起こす虞がある。
【解決手段】電子内視鏡用プロセッサを、差し込まれた
電子スコープのコネクタ部を保持する凹状差込部と、凹
状差込部にコネクタ部が差し込まれて保持されている差
込保持状態にあるとき、該コネクタ部に内蔵されている
スコープ側信号伝送部と非接触で電磁結合することが可
能なプロセッサ側信号伝送部と、差込保持状態のコネク
タ部を取り囲うように位置する、凹状差込部を構成する
壁部の略全体、及びプロセッサ側信号伝送部の周囲に配
置された電磁波吸収体とを備える構成とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子スコープと無接点で通信する電子内視鏡用プロセッサであって、
　差し込まれた前記電子スコープのコネクタ部を保持する凹状差込部と、
　前記凹状差込部に前記コネクタ部が差し込まれて保持されている差込保持状態にあると
き、該コネクタ部に内蔵されているスコープ側信号伝送部と非接触で電磁結合することが
可能なプロセッサ側信号伝送部と、
　前記差込保持状態の前記コネクタ部を取り囲うように位置する、前記凹状差込部を構成
する壁部の略全体、及び前記プロセッサ側信号伝送部の周囲に配置された電磁波吸収体と
、
を備える、
電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項２】
　前記電磁波吸収体は、
　　グラウンドに接続されている、
請求項１に記載の電子内視鏡用プロセッサ。
【請求項３】
　請求項２に記載の電子内視鏡用プロセッサと、
　内蔵する電子部品が電磁シールドによって取り囲われている電子スコープと、
を備え、
　前記電子スコープは、
　　前記電磁シールドと接続された接続端を有し、
　前記電子内視鏡用プロセッサは、
　　前記電磁波吸収体と接続された受側接続端を有し、
　前記コネクタ部が前記凹状差込部に差し込まれて保持されると、前記接続端と前記受側
接続端とが接触して前記電磁シールドが前記グラウンドに接続される、
電子内視鏡システム。
【請求項４】
　前記電磁波吸収体は、
　　前記電子内視鏡用プロセッサ内に配置されたＲＣ並列回路を介して前記グラウンドに
接続されている、
請求項３に記載の電子内視鏡システム。
【請求項５】
　前記グラウンドは、
　　フレームグラウンドとして機能する、前記電子内視鏡用プロセッサを構成する導電性
部材である、
請求項３又は請求項４の電子内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子内視鏡用プロセッサ及び電子内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子スコープを洗浄・消毒する際には、一般に、電気コネクタ等の電気的な露出部に防
水キャップを取り付ける必要がある。しかし、防水キャップの取り付けは、作業者にとっ
て煩わしい作業である。
【０００３】
　そこで、例えば特許文献１に、防水キャップの取付作業を行うことなく、電子スコープ
の洗浄・消毒をより簡便に行うことを可能とする電子内視鏡システムが記載されている。
【０００４】
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　具体的には、特許文献１に記載の電子内視鏡システムでは、電子スコープと電子内視鏡
用プロセッサのそれぞれにトランスが内蔵されている。このトランス対が非接触型の電磁
結合手段として機能することにより、電子スコープと電子内視鏡用プロセッサとが無接点
で通信できるようになっている。そのため、特許文献１に記載の電子内視鏡システムには
、電気的な露出部が存在しない。従って、洗浄・消毒時において防水キャップ自体が不要
となっており、作業者の作業負担が軽減されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第４４６１１００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献１に記載の電子内視鏡システムでは、トランスの電磁誘導によるノイ
ズが電子内視鏡用プロセッサの筐体内で反射・拡散して電磁障害を引き起こす虞がある。
【０００７】
　本発明は上記の事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、電子スコ
ープに内蔵されたトランス等の非接触型の電磁結合手段を構成する電子部品による電磁ノ
イズの影響を抑えるのに好適な電子内視鏡用プロセッサ及び電子内視鏡システムを提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一実施形態に係る電子内視鏡用プロセッサは、電子スコープと無接点で通信す
るものであり、差し込まれた電子スコープのコネクタ部を保持する凹状差込部と、凹状差
込部にコネクタ部が差し込まれて保持されている差込保持状態にあるとき、該コネクタ部
に内蔵されているスコープ側信号伝送部と非接触で電磁結合することが可能なプロセッサ
側信号伝送部と、差込保持状態のコネクタ部を取り囲うように位置する、凹状差込部を構
成する壁部の略全体、及びプロセッサ側信号伝送部の周囲に配置された電磁波吸収体とを
備える。
【０００９】
　また、本発明の一実施形態において、電磁波吸収体は、グラウンドに接続されている構
成としてもよい。
【００１０】
　また、本発明の一実施形態に係る電子内視鏡システムは、上記の電子内視鏡用プロセッ
サと、内蔵する電子部品が電磁シールドによって取り囲われている電子スコープとを備え
る。電子スコープは、電磁シールドと接続された接続端を有する。電子内視鏡用プロセッ
サは、電磁波吸収体と接続された受側接続端を有する。かかる電子内視鏡システムでは、
コネクタ部が凹状差込部に差し込まれて保持されると、接続端と受側接続端とが接触して
電磁シールドがグラウンドに接続される。
【００１１】
　また、本発明の一実施形態において、電磁波吸収体は、電子内視鏡用プロセッサ内に配
置されたＲＣ並列回路を介してグラウンドに接続されている構成としてもよい。
【００１２】
　また、本発明の一実施形態において、グラウンドは、例えば、フレームグラウンドとし
て機能する、電子内視鏡用プロセッサを構成する導電性部材である。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の一実施形態によれば、電子スコープに内蔵されたトランス等の非接触型の電磁
結合手段を構成する電子部品による電磁ノイズの影響を抑えるのに好適な電子内視鏡用プ
ロセッサ及び電子内視鏡システムが提供される。
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【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態に係る電子内視鏡システム１の構成を概略的に示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら説明する。なお、以下においては
、本発明の一実施形態として電子内視鏡システムを例に取り説明する。
【００１６】
　図１は、本発明の一実施形態に係る電子内視鏡システム１の構成を概略的に示す図であ
る。図１に示されるように、本実施形態に係る電子内視鏡システム１は、電子スコープ１
００及び電子内視鏡用プロセッサ２００を備えている。
【００１７】
　電子スコープ１００については、便宜上、一部の構成のみ図示する。図１に示されるよ
うに、電子スコープ１００は、コネクタ部１１０及びユニバーサルケーブル１２０を備え
ている。ユニバーサルケーブル１２０より先端には、電子スコープ１００を操作するため
の手元操作部、体腔内に挿入される挿入部可撓管、固体撮像素子等が組み込まれた先端部
等が設けられている。
【００１８】
　電子スコープ１００内の各電子部品（固体撮像素子、配線、回路基板等）は、電磁シー
ルドとして作用する金属部材によって取り囲われている。例示的には、回路基板等の部材
は、金属板で取り囲われており、配線等の線状部材は、金属製のスパイラルチューブによ
って取り囲われている。図１においては、これらの金属部材を斜線で示すと共に符号１３
０を付す。言い換えると、金属部材１３０は、電子スコープ１００内の各電子部品を静電
気や電磁波から保護するファラデーケージとして作用する。
【００１９】
　コネクタ部１１０には、接続端１３２が埋設されている。接続端１３２は導電性部材で
あり、金属部材１３０と接続されている。接続端１３２は、一部が外観として露出してい
る。
【００２０】
　電子内視鏡用プロセッサ２００の筐体２１０のフロント面には、電子スコープ１００の
コネクタ部１１０が差し込まれる凹状差込部２２０が形成されている。凹状差込部２２０
は、差し込まれたコネクタ部１１０を収容するスペースＳを規定する壁部２２０ａを有し
ている。コネクタ部１１０がスペースＳに入れられると、コネクタ部１１０は、壁部２２
０ａに緩やかに嵌め込まれて、保持された状態となる。
【００２１】
　壁部２２０ａには、受側接続端２２２が埋設されている。受側接続端２２２は導電性部
材であり、電磁波吸収体２２４と接続されている。受側接続端２２２は、スペースＳ内に
おいて一部が外観として露出している。
【００２２】
　電磁波吸収体２２４は、壁部２２０ａの略全体及びトランス２４０（後述）を取り囲う
壁部２２０ｂの略全体に取り付けられた、電磁波を吸収する機能を持つ電磁波吸収シート
である。また、電磁波吸収体２２４は、電磁波吸収材を含む塗料を壁部２２０ａ及び壁部
２２０ｂの略全体に塗布することによって構成されたものであってもよい。電磁波吸収体
２２４は、ＲＣ並列回路２３０の入力端と接続されている。
【００２３】
　ＲＣ並列回路２３０の出力端は、フレームグラウンドＦＧに接続されている。フレーム
グラウンドＦＧは、例えば、筐体２１０やシャーシ等を構成する導電性の金属部材である
。
【００２４】
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　コネクタ部１１０が凹状差込部２２０に差し込まれて保持されると、コネクタ部１１０
に埋設された接続端１３２と、壁部２２０ａに埋設された受側接続端２２２とが接触する
。これにより、電子スコープ１００内の金属部材１３０は、接続端１３２、受側接続端２
２２、電磁波吸収体２２４及びＲＣ並列回路２３０を介してフレームグラウンドＦＧに接
続される。
【００２５】
　ＲＣ並列回路２３０は、高周波に対して低インピーダンス特性を持つ。そのため、金属
部材１３０に帯電した静電気等のノイズは、接続端１３２、受側接続端２２２、電磁波吸
収体２２４及びＲＣ並列回路２３０を介してフレームグラウンドＦＧに流れる。すなわち
、接続端１３２と受側接続端２２２とが接触することにより、電子スコープ１００の除電
が完了する。
【００２６】
　電子スコープ１００は、電子内視鏡用プロセッサ２００への信号伝送を行うトランス１
４０（スコープ側信号伝送部）を備えている。トランス１４０は、コネクタ部１１０内に
配置されており、外観上の露出が無い。
【００２７】
　電子内視鏡用プロセッサ２００は、電子スコープ１００への信号伝送を行うトランス２
４０（プロセッサ側信号伝送部）を備えている。トランス２４０は、壁部２２０ａ近傍に
配置されており、上述したように、壁部２２０ｂによって取り囲われている。トランス２
４０は、トランス１４０と同じく外観上の露出が無い。トランス２４０は、ケーブル２５
０を介して信号処理回路２６０と接続されている。
【００２８】
　トランス対（トランス１４０とトランス２４０）は、非接触型の電磁結合手段として機
能する。そのため、本実施形態では、電子スコープ１００と電子内視鏡用プロセッサ２０
０とが無接点で通信できるようになっている。
【００２９】
　トランス１４０及びトランス２４０の電磁誘導による電磁ノイズが電子内視鏡用プロセ
ッサ２００の筐体２１０内で反射・拡散して電磁障害を引き起こす虞がある。起こり得る
電磁障害として、例えば、電子内視鏡用プロセッサ２００の動作不良や信号劣化、周辺機
器の動作不良等が挙げられる。
【００３０】
　この種の電磁障害を防ぐため、本実施形態では、電子内視鏡用プロセッサ２００に電磁
波吸収体２２４が備えられている。具体的には、電磁波吸収体２２４は、凹状差込部２２
０に差し込まれて保持されているコネクタ部１１０（トランス１４０）を取り囲うように
位置する壁部２２０ａの略全体、及びトランス２４０を取り囲う壁部２２０ｂの略全体に
配置されている。そのため、トランス１４０及びトランス２４０の駆動に伴って発生する
電磁ノイズは、電磁波吸収体２２４によって効率的に吸収される。そのため、電磁障害が
防がれる。
【００３１】
　ここで、電磁波吸収体２２４を、電磁波を反射する電磁波反射部材に置き換えた場合を
考える。この場合、壁部２２０ａが規定するスペースＳ外部及び壁部２２０ｂが規定する
スペース外部への電磁ノイズの漏れを防ぐことはできる。しかし、乱反射によるノイズや
信号劣化等の障害が起こり得る。この種の障害を防ぐためにも、電磁波反射部材でなく電
磁波吸収体２２４が好適である。
【００３２】
　上述したように、電磁波吸収体２２４はフレームグラウンドＦＧに接続されている。そ
のため、トランス１４０及びトランス２４０による電磁ノイズは、電磁波吸収体２２４に
吸収され、次いで、フレームグラウンドＦＧに流れる。すなわち、電磁ノイズは、電磁波
吸収体２２４に帯電しない。
【００３３】



(6) JP 2018-33594 A 2018.3.8

10

20

　以上が本発明の例示的な実施形態の説明である。本発明の実施形態は、上記に説明した
ものに限定されず、本発明の技術的思想の範囲において様々な変形が可能である。例えば
明細書中に例示的に明示される実施形態等又は自明な実施形態等を適宜組み合わせた内容
も本発明の実施形態に含まれる。
【符号の説明】
【００３４】
１　電子内視鏡システム
１００　電子スコープ
１１０　コネクタ部
１２０　ユニバーサルケーブル
１３０　金属部材
１３２　接続端
１４０　トランス
２００　電子内視鏡用プロセッサ
２１０　筐体
２２０　凹状差込部
２２０ａ、２２０ｂ　壁部
２２２　受側接続端
２２４　電磁波吸収体
２３０　ＲＣ並列回路
２４０　トランス
２５０　ケーブル
２６０　信号処理回路

【図１】
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的某些所述的处理器，用于保持所述插入的电子范围的连接器部分的凹
插入部，插入保持状态，其中连接器部分到凹插入部被保持插当能够电
磁耦合的处理器侧信号发送部而不与内置于连接器部范围侧信号发送部
接触，将所述保持并且，电磁波吸收体设置成在一定状态下围绕连接器
部分，基本上所有的壁部分构成凹入的插入部分，并且围绕处理器侧信
号传输部分。
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